
山
川
も
依
り
て
仕
ふ
る
神
な
が
ら
た
ぎ
つ
河
内
に
船
出
せ
す
か
も

「
船

出

せ

す

か

も」

考

ー
人
麻
呂
と
吉
野
離
宮
と
持
統
天
皇
と

1

ら
れ
る
こ
と
が
多
い。
そ
れ
に
つ
い
て、
下
巻
第
十一
話
に
「一
旦
亡＿＿

二
人
之
食
也」
と
あ
る
「
亡」
を、
日
本
古
典
全

菩本
や
日
本
古
典

文

学大
系
系
本
で
は
ホ
ロ
ポ
サ．ム、
角
川
文

肛本
で
は
ウ
シ
ナ
ハ
ム
と

読
ん
で
ゐ
た
の
を、
日
本
古
典
文
学
全

集本
で
は、
真
福
寺
本
に
よ
っ

て
「
亡」
を
「
已」
と
し、
ヲ
ハ
ラ
ム
と
読
み
改
め
た
が、
「
巳」
を
単

独
で
述
語
に
用
ゐ
て
ヲ
ハ
ル
と
読
む
こ
と
は
少
い
か
ら、
こ
こ
は、

や
は
り
「
亡」
に
従
ふ
ぺ
き
で
あ
ら
う。

仰
に
よ
れ
ば、
「
亡」
の
ま

ま
で
ヲ
ハ
ラ
ム
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る。
た
だ
し、
ヲ
ハ
ル

゜

は
自
動
詞
で
あ
る
か
ら、
命
ヲ
ヲ
ハ
ラ
ム
で
は
な
く、

Un
閲
罰
の
や

う
に、
命
ヲ
ハ
ラ
ム
と
あ
る
ぺ
き
で
あ
ら
う。
原
文
の
目
的
語
を、
訓

藤

森

賢

読
の
際
に、
主
諾
に
読
み
か
へ
る
こ
と
は、
UOI
に
も
例
が
あ
っ
て、
珍

し
く
な
い
こ
と
で
あ
る。

注
2

奈良
遺
文
（
下）
所
収、

典
福
寺
蔵
妙
法
迎
部
経
の
巻
末
撤
語
に、

「
天
平
十
六

年歳
次
甲
申
五
月
廿
日

搭
写
奉
党」
と
あ
る
の
は、
恐

ら
く
害
写
シ
ク
テ
マ
ツ
リ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
む
の
で
あ
ら
う
し、
日
本
霊

異
記
下
第
十
七
話
の
「
引-
浜'
知
識—‘
奉
-

1

捻
造一
畢」
も、
諸
本
に
捻

造
シ
タ
テ
マ
ツ
リ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
読
ん
で
ゐ
る
通
り
で
あ
ら
う。
も
し、

こ
れ
ら
の
例
が
認
め
ら
れ
れ
ば、
＇
�
シ
ク
テ
マ
ツ
リ
ヲ
ハ
ル、
ま
た

は

1
シ
ク
テ
マ
ツ
リ
ヲ
ハ
リ
ヌ
と
い
ふ
表
現
は、
古
く
か
ら
存
在
し

て
ゐ
た
こ
と
に
な
る。
．

こ
の
r
寓

葉集』
39
番
歌
は、
い
う
ま
で
も
な
く
人
麻
呂
の
吉
野
従
駕
の
際

(

1
)
 

の
作
で
あ
り、
88
番
歌
の
反
歌
で
あ
る。
そ
の
制
作
の
年
月
は、
左
注
も
「
右、

日
本
紀
日、

三
年
己
丑
正
月、

天
皇
幸ーー
吉
野
宮ー。

八
月
幸ーー
吉
野
宮ー。

四

翡
寅
二
月、

笠
吉
野
宮ー。
五
月
ぎ
吉
野
霊。

五

年辛
卯
正
月、

笠
吉
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野
宮ー。

四
月
幸n
吉
野
宮
1

者、

未量
詳
知c
何
月
従
駕
作
歌3
0」
と
し
て
い
て、

判
然
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
が、
吉
野
行
幸
は
持
統
天
皇
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と

．

は
動
か
ぬ
と
思
わ
れ
る。

さ
て、
こ
こ
に
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
問
返
は、
船
出
が
ど
こ
に
向
か
っ
て

の
も
の
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
で
あ
る。
そ
れ
は、

歌
の
ス
ケ
ー
ル
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
り、
考
察
に
価
す
る
も
の
が
あ
る
と
思

う。

(
2
)
 

諸
注
の
中、

例
え
ば、
「
激
し
く
流
れ
る
河
の
内
へ
」
と、

船
出
の
目
標
乃

．

至
は
方
向
を
「
河
内」
と
考
え
る
が
如
き
解
釈
は
採
ら
な
い。
「
河
内
に」
の

助
詞
「
に」
は、
例
え
ば、

「尾
張
に
直
に
向
か
へ
る
尾
津
の
前
な
る
一
っ
松」

(r
記」）
な
ど
の
如
く、

方
向
を
示
す
場
合

もあ
っ
て、
そ
の
意
で
律
し
得
な

い
の
で
は
な
い
が、
そ
れ
で
は
こ
の
場
合
歌
の
空
間
が
小
さ
く
な
る
の
で
あ

る。
こ
の
「
に」
は
や
は
り
場
所
を
表
わ
す
と
見
る
ぺ
く、
「
た
ぎ
つ
河
内」

．
は
船
出
の
地
点
と
し
た
い。
38
番
歌
中
に
見
え
る
「
激
つ
河
内
に」
は、
次
の

句、
「
高
殿
を
高
知
り
ま
し
て」
と
連
関
し
て、

明
ら
か
に
「
雌
宮
御
造
営
の

．
．

場所
を
指
示
し
て
い
る」
（
武
田
祐
吉.
r
全
註
釈』）
の
で
あ
る
か
ら、
反
歌

の
同
じ
表
現
も、

船
出
の
場
所
を
表
わ
す
と
見
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う。
r
新
考」

は、
「
カ
フ
チ
は
河
の
行
廻
れ
る
斑
を
い
ふ。
さ
れ
ば
陸
の
名
な
り。

さ
る
を

そ
の
河
内
に
船
出
す
と
い
へ
る
は
い
か
が。
恐
ら
く
は
河
内
二
は
河
内
ユ
の
意

な
ら
む」
と
し
て
い
る。
「
河
内」
の
意
は、
38
番
歌
の
用
い
方
に
よ
っ
て
自

・
ら
明
ら
か
で
あ
り、
そ
れ
に
基
づ
く
限
り、
「
に」
の
用
法
を
「
い
か
が」
と

疑
う
必
要
も
な
い
が、
「
河
内
二
」
を
「
河
内
ュ
」
の
意
と
推
批
し
て
い
る
点

は、
ほ
ぼ
近
似
値
を
得
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

次
に、

船
出
は
何
の
た
め
の
船
出
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
で
あ
る

が、
例
え
ば、
r
古
義』
が、
「
船
出
為
加
母
は、
フ
ナ
デ
セ
ス
カ
モ
と
訓
る
よ

ろ
し、
天
皇
の
大
御
船
出
し
遊
び
賜
ふ
哉
と
云
な
り」
と
す
る
が
如
き
説
を
採

ら
な
い。
遊
び
の
た
め
の
船
出
を
歌
う
歌
と
し
て
は、

長
歌
も
反
歌
も

厳粛荘

誼
に
過
ぎ
る。
「
山
川
も
依
り
て
仕
ふ
る」
神
と
し
て
の
天
皇
に
関
和
し
た
船

出
の
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る。

有
名
な
8
番
欧、
「
熟
田
津
に
船

乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
泄
ぎ
出
で
な」
（
額
田
王）
の
解

に
し
て
も、

船
遊
び
の
た
め
に
「
今
は
漕
ぎ
出
で
な」
と
い
う
と
す
る
説
（
土

段
文
明.
r
私
注』）
は
採
れ
な
い。
そ
れ
は
明
ら
か
に
歌
の
価
値
を
低
め
る
解

と
し
て
否
定
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い。
同
様
の
こ
と
は、
こ
の
39
番
歌
に
つ
い
て

も
い
え
る
の
で
あ
る。

そ
れ
で
は、
船
出
は、
ど
こ
に
向
か
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。

私
は、
こ
れ
に
対
し、
二
つ
の
試
案
を
提
出
し
て
み
た
い
と
思
う。

そ
のー
つ
は、
ど
こ
と
目
標
を
限
定
し
な
い、

強
い
て
い
う
な
ら、
天
皇
統

治
の
空
間
す
ぺ
て
と
す
る
考
え
で
あ
る。

神
話
の
世
界
で
は、
神
は
天
鳥
船
や
天
磐
船
に
乗
っ
て
天
空
を
飛
翔
し
た。

r
記」
に
は、
天
鳥
船
神
が
建
御
雷
神
に
副
え
ら
れ
て、
国
譲
り
の
交
渉
の
た

め
に、

高
天
原
か
ら
出
雰
に
派
述
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る。
こ
の
神
の
名
は、

烏
の
よ
う
に
迅
＜
天
翔
る
船
の
意
で
あ
り、
恐
ら
く
は、
「一
個
独
立
の
神
格

(

3
)
 

と
い
う
よ
り
む
し
ろ

建御
雷
神
の
乗
っ
て
来
た
船
で
あ」
っ
た
だ
ろ
う。
『
紀』

や
r
旧
事
記」
に
は、
饒
辿
日
命
の
天
翌
船
に
乗
っ
て
天
降
り
ま
す
こ
と
が
見

え
る
が、
『
旧
事
記」
の
語
り
は
次
の
如
く
で
あ
る。
「
個
辿
日
尊
票一
1

天
神
御

祖
皿、
乗
手〈
磐
船
而
天
降ん
坐
於
河
内
国
河
上
晦
峯＿、
則
造＿
坐
於
大
倭
国

22 



鳥
見
白
庭
山
1

0

所
謂
乗二
天

磐船一
而
翔
え汀
於
大
虚
空-‘

巡ら『
院
是
郷ー
而
天

降
坐
央。
所
謂
虚
空
見
日
本
国
是
欺。」
天
鳥
船
や
天
磐
船
は、
か
く
し
て
神

々
を
連
ぷ
神
代
の
宇
宙
船
で
あ
っ
た
が、
日
の
神
を
乗
せ
る
天
の
み
船
は
神
話

に
出
現
し
な
い
も
の
か。
『
播
磨
風
土
記」
猪
牲
野
の
条
に
は、
「
日
向
の
肥

人、

朝
戸
君、
天
照
ら
す
大
神
の
坐
せ
る
舟
に、
猪
を
持
ち
参
ゐ
来
て
進
り

て、

飼
ふ
べ
き
所
を
求
ぎ
申
し
仰
ぎ
き」
と
あ
っ
て、
日
の
神
の
船
の
こ
と
が

確
認
で
き
る。
又‘
r
住
吉

大社神
代
記」
に
は、
「
大
八
嶋
国
の
天
の
下
に
日

神
を
出
し
奉
る
は、
船
木
の
遠
祖、

大
田
田
神
な
り。
此
の
神
の
造
作
れ
る
船

二
般
（一
般
は
木
作
り、
一
艘
は
石
作
り）
を
以
て、
後
代
の
験
の
為
に、

脇

駒
山
の
長
屋
の
六令
に
石
船
を、

白
木
坂
の
三
枝
の
磁
に
木
船
を
納
め
趾
く」
と

C
4
)
 

あ
っ
て、
「
日
神
を
舟
に
の
せ
て
海
の
彼
方
よ
り
出
し
奉
る」
こ
と
が
見
え
て

い
る。
更
に
上
述
の
天
店
船
神
は、

松前
健
氏
に
よ
れ
ば、
「一
名
烏
之
岩
楠

船
神
と
も
呼
ば
れ、
こ
の
イ
ハ
ク
ス
プ
ネ
は
紀
の一
楷
に
よ
れ
ば、
蛭
児
を
入

れ
た
容
器
の
名
で
あ
る
か
ら、
ヒ
ル
n
す
な
わ
ち
太
阻
神
の
子
と
し
て
の
r
日

る
子」
と
い
う
馬
琴
翁
以
来
の
説
を
考
殿
に
入
れ
れ
ば、
太
陽
の
舟
と
い
う
観

(
5
)

（
6
)
 

念
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い」
と
い
う
こ
と
に
な
る。

か
く
く
だ
く
だ
し
く
神
の
船
に
触
れ
た
の
は、
『
萬

葉集」
39
番
歌
に
お
け

る
天
皇
お
召
し
の
み
船
を、
神
話
の
天
烏
船
や
天
磐
船
に
擬
し
た
い
か
ら
に
ほ

か
な
ら
ぬ。
39
番
歌
は、
い
う
ま
で
も
な
く
天
棗
閑
歌
で
あ
り、
宮
廷
歌
人
人

麻
呂
が、
そ
の
戚
能
に
お
い
て
天
オ
を
発
抑
し
た
歌
の―
つ
で
あ
る。
そ
の
目

的
と
す
る
と
こ
ろ
は、
「
山
JII
も
依
り
て
仕
ふ
る」
神
と
し
て
の
天
皇
の
御
稜

こ

と

威
の
設
美
で
あ
っ
た。
言
わ
ざ
の
限
り
を
つ
く
し
て
彼
は
持
統
女
帝
を
神
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る。
人
麻
呂
の
心
窓
の
背
最
に、

神
話
の
神

々
の
憔
界
が
あ
っ
た
こ
と
は、
そ
の
「
祝
詞」
に
つ
な
が
る
が
如
き
感
の
あ
る

歌
の
調
ぺ
を
通
し
て
も
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る。
39
番
歌
に
は、
表
現
の

上
に、
如
上
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
出
て
い
な
い
と
し
て
も、
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
は
充
分
に
捉
え
得
る
の
で
あ
る。
神
々
の
世
界
へ
の
距
離
が、
わ
れ
わ
れ
の

そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
短
か
っ
た
そ
の
時
代
に
あ
っ
て、
「
神
な
が
ら」

「
船
出
せ
す」
と
い
う
表
現
は、

神
話
の
枇
界
に
お
け
る
日
の
神
の
船
出
を
旗

殴
さ
せ
る
も
の
で
あ
り、
現
実
の
持
統
帝
の
船
出
が、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な

る
と
き、
人
麻
呂
の
役
割
は
最
も
果
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

第
二
案
は、
船
出
の
目
標
をへ
吉
野
の
川
上
の
型
地
と
す
る
考
え
で
あ
る。

こ
れ
に
も、
結
果
と
し
て、

神
と
し
て
の
天
皇
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
打
ち
出
さ

れ
る
よ
う
な
解
き
方
が、

必
須
の
要
件
と
な
る
こ
と
勿
論
で
あ
る。

と
こ
ろ
で、
持
統
帝
は、
そ
の
在
位
期
間
中、
合
計
三
十一
回
に
も
及
ぶ
吉
野

へ
の
行
幸
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が、
そ
れ
は一
体
何
の
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
の
か。
た
し
か
に、
そ
の
度
は
ず
れ
た
回
数
は、
一
稲
異
様
な
感
じ
さ
え

伴
っ
て
い
る。
し
か
し、
か
の
壬
申
の
乱
の
前
夜、
夫
君
大
悔
人
堕
子
と
共
に

吉
野
宮
に
入
り、
奄
留
九
ヶ
月
に
わ
た
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と、
そ
の
度
軍
な

る
行
幸
も、
決
し
て
不
自
然
と
い
え
な
く
な
る。
た
だ、
そ
れ
は、

凩
に
思
い

出
多
き
地
に
亡
き
夫
を
偲
ぶ
と
い
っ
た
意
味
に
は
限
ら
れ
な
い。
九
ヶ
月
に
及

ぶ
吉
野
潜
居
の
間
に
は、
当
然
吉
野
の
神
と
の
間
に
深
い
関
係
が
結
ば
れ
た
筈

で
あ
る。
こ
の
点
を
こ
そ、

後
の
吉
野
行
幸
の
意
味
探
索
に
あ
た
っ
て
汲
優
先

さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う。
r
天
武
紀』
に
は、

六
皇
子
（
草
控、

大津、

高

市、
河
島、
忍
盛、
芝
基）
誓
盟
の
事
が
見
え
る
が、
そ
れ
を
行
う
場
所
に

は、
ほ
か
な
ら
ぬ
吉
野
の
地
が
選
ば
れ
て
い
る。
そ
れ
は、

彼
女
が

即位
後、
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国
土
経
営
の
助
力
を
乞
い、
国
魂
の
寄
り
つ
く
こ
と
を
祈
念
す
る
に
際
し
て、

そ
の
堀
所
を
吉
野
と
し
た
こ
と
と
関
っ
て
い
る。
天
武・
持
統
両
帝
と
吉
野
の

．

神
と
の

紐帯
は、
想
像
を
絶
し
て
堅
い
の
で
あ
る。

吉
野
の
神
に
彼
女
が
祈
念
し
た
こ
と
の
中
心
は、
股
業
国
家
の
首
長
と
し

て、
頻
閥
な
四
季
の
迎
行、
就
中、
過
不
足
な
き
水
の
恵
み
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る。
「（
四
年）
夏
四
月：＇
…
戊
辰、
始
め
て
所
々
に
祈
雨
す、
旱

す
れ
ば
な
り。
五
月
丙
子
朔
戊
寅、
天
皇
吉
野
宮
に
幸
す。
．．．．．．
 七
月：．．．．．
 癸

巳、
使
者
を
辿
し
て、
広
瀬
大
忌
神
と
竜
田
風
神
と
を
祭
る。
八
月
乙
巳
朔
戊

．

申、
天
星
吉
野
宮
に
幸
す。」
「（
五
年）
夏
四
月：．．．．
 辛
亥、
使
者
を
追
し
て
広

瀬
犬
忌
神
と
竜
田
風
神
を
祭
ら
し
む。
丙
辰
天
皇
吉
野
に
幸
し
た
ま
ふ。
．．．．．．
 

六
月、
京
師
及
び
郡
国
四
十
と
こ
ろ
雨
氷
ふ
れ
り。
戊
子
詔
し
て
日
は
く、
此

と
合
たが

なりは
ひ

の
夏、
陰
雨
節
に
過
へ
り、
憚
ら
く
は
必
ず
稼

を併
ら
む。
（
下
略）
：・・・・
四

月
よ
り
雨
ふ
り
て、
是
の
月
に
至
る。
・・・・・・
秋
七
月
庚
午
朔
壬
申、
天
皇
吉
野

か
へ

•
宮
に
幸
し
た
ま
ふ。
…
…
辛
巳、
天
皇
吉
野
よ
り
至
り
た
ま
ふ。
甲
申、
使
者

を
追
し
て、
広
瀬
大
忌
神
と
竜
田
風
神
と
を
祭
ら
し
む。
I（
六
年）
六
月
甲
子

朔
壬
申、
郡
国
の
長
吏
に
勅
し
て、
各
名
あ
る
山
岳
渋
に
朗
ら
し
む。
甲
戌、

大
夫
謁
者
を
逍
し
て、
四
畿
内
に
詣
り
て
雨
を
請
は
し
む。
：・・・・
秋
七
月：．．．．．
 

壬
斑
吉
野
に
幸
し
た
ま
ふ。
甲
辰、
使
者
を
辿
し
て、
広
瀬
と
竜
田
と
を
杞

ょ

る。」
「（
七
年）
三
月
庚
寅
朔、
日
蝕
ゑ
た
る
こ
と

有り、

…
…
乙
未、

吉
野

宮
に
幸
し
た
ま
ふ。
．．．．．．
 及
四
月
庚
申
朔
丙
子、
大
夫
謁
者
を
逍
し
て、
諸
社

に
詣
で
て
雨
を
祈
は
し
む。
又
使
者
を
追
し
て、
広
瀬
大
忌
神
と
竜
田
風
神
と

を
祀
ら
し
む。
·'：・・
五
月
己
丑
朔、
吉
野
宮
に
幸
し
た
ま
ふ。
・・・・・・
秋
七
月
戊

子
朔
甲
午、
吉
野
宮
に
幸
し
た
ま
ふ。
己
亥、
使
者
を
追
し
て、
広
瀬
大
忌
神

と
竜
田
風
神
と
を
祀
ら
し
む。
辛
丑、
大
夫
謁
者
を
逍
し
て、
諸
社
に
雨
を
請

は
し
む。」
「（
八
年）
夏
四
月：．．．．．
 炭
申、
吉
野
に
幸
し
た
ま
ふ。
丙
寅、
使

者
を
巡
し
て、
広
瀬
大
忌
神
と
竜
田
風
神
と
を
杞
ら
し
む。
・・・・・・
九
月
壬
午

朔、
日
蝕
ゑ
た
る
こ
と
有
り。
乙
酉、
吉
野
に
幸
し
た
ま
ふ。」
「（
九
年）
六

月
丁
丑
朔
己
卯、
大
夫
謁
者
を
迅
し
て、
京
師
及
び
四
畿
内
の
猪
社
に
詣
で
て

雨
を
踏
は
し
む。
甲
午、
吉
野
宮
に
幸
し
た
ま
ふ。」
「(
+一
年）
夏
四
月
壬

申、
吉
野
宮
に
幸
し
た
ま
ふ。
己
卯、
使
者
を
逍
し
て
広
瀬
と
竜
田
と
を
祀
ら

か
へ

し
む。
品
の
日、
吉
野
よ
り
至
り
た
ま
ふ。
五
月
丙
申
朔
癸
卯、
大
夫
氾
者
を

追
し
て、
賭
社
に
詣
で
て
雨
を
酌
は
し
む。」
（「
持
統
紀」）

ーー
こ
れ
ら
に
は、

天
旦
の
吉
野
行
幸
に
前
後
し
て、
早
天
や
媒
雨
の
事
実、
及
び
そ
れ
に
益
づ
く

祭
祀
に
困
し
て
の
記
録
が
認
め
ら
れ
る。
そ
こ
か
ら
天
皇
の
吉
野
行
幸
の
意
味

も
ほ
ぼ
推
理
で
き
る
の
で
あ
る
が、
そ
の
殆
ど
は、
吉
野
の
水
の
神
へ
の
祈
願

の
た
め
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う。

彼
女
の
吉
叫
行
幸
の
窯
味
合
い
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て、
六
年
春
三
月
の

伊
咎
行
幸
の
こ
と
が
あ
る。
こ
の
行
幸
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を、
直
木

孝次
郎

氏
は、
「
こ
の
旅
は
単
な
る
慰
安
の
た
め
と
は
息
わ
れ
な
い。
．．．．．．
 こ
の
旅
行

は、
天
旦
が、
造
祁
の
大

事業
を
開
始
す
る
に
あ
た
り、
政
治
上・
軍
事
上
に

大
切
な
東
国
地
方
の
実
梢

を自
分
の
目
で
視
察
し、
か
つ
そ
の
地
方
の
有
力
者

に
恩
恵
を
授
け
て
不
沿
を
封
じ
て
お
く
こ
と
の
必
要
か
ら、
立
案
さ
れ
た
の
で

(
7
)
 

は
な
い
か」
と
し
て
お
ら
れ
る
が、
そ
れ
だ
け
で
は
政
治
的
窯
味
合
い
が
押
さ

え
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
息
う。
こ
の
伊
発
行
幸
に
似
し
て
は、
大
三
袷
朝
臣

高
市
麻
呂
の
諫
止

事件
が
生
じ
て
い
る。
「
紀』
は
そ
れ
を、
「
是
の
日、
中
納

た
だに
ま
な

言
直
大
弐
位
三
輪
朝
臣

高市
閥
表
を
上
り
て
敢
直
酋
し
て、

天
皇
の、
伊
勢
に

さ

い
で
ま

れ
ほ

なり
はひ
の
と
e

幸
さ
む
と
欲
し
て、

股

時
を
妨
げ
た
ま
ふ
こ
と
を
隙
争
め
ま
つ
る。
三
月

丙
寅
朔
戊
辰、

作広
邸
広
瀬
王、
逍
広
参
当
麻
寵
人
智
徳、
直
広
陣
紀
朝
臣
弓
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かうぶ
り

張
等
を
以
て
留
守
官
と
為
す。
是
に、

中納言
三
輪
朝
臣
高
市
府、
其
の
冠
位

みかど
ささ

か
み

を
脱
ぎ
て、
朝
に
摯
げ
て、
誼
ね
て
諌
め
ま
つ
り
て
日
く、
股
作
の
節、
車
駕

未
だ
以
て
動
た
ま
ふ
可
か
ら
ず。
辛
未、
天
皇
諌
に
従
ひ
た
ま
は
ず、
遂
に
伊

紐茫
幸
し
た
ま
ふ」
と
叙
し
て
い
る。
こ
の

事件
の
記
事
は、
『
日
本
霊
異
記」

上
巻
二
十
五
緑
「
忠
臣
欲
少
く、
足
る
を
知
り
て
諸
天
に
感
ぜ
ら
れ、
現
報
を

得
て、
奇
事
を
示
す
緑」
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る。
守
屋
俊
彦
氏
は、
r
盛

異
記」
の
こ
の
説
話
を
透
視
し
て、

高市
麻
呂
の
識
能
と、
天
皇
の
伊
努

行幸

諫
止
の
其
実
を
的
確
に
言
い
あ
て
ら
れ
た。
叩
ち、
「
こ
の
神
（
大
物
主
神）
を

祖
神
と
し
て
い
る
三
翰
氏
は、
か
つ
て
は
雨
を

降ら
せ
る
こ
と
を
そ
の
識
掌
の

一
っ
と
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
…・・・
つ
ま
り
は、
彼
が
こ
う
し
た
三

輪
氏
の
子
孫
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
で
あ
り
得
た
の

で
あ
る。
彼
は
現
実
に
そ
う
し
た
秘
儀
を

美事
に
採
っ
て
瑞
雨
を
得
た
の
か
も

わ
か
ら
な
い。」
「
彼
が
持
統
天
皇
の
伊
努
行
幸
を
あ
の
よ
う
に
執
拗
に
陳
止
し

た
の
も、
も
と
よ
り
官
僚
と
し
て
の
買
任
か
ら
で
は
あ
っ
た
ろ
う
が、
こ
と
股

業
や
農
民
の
こ
と
に
関
し
て
で
あ
っ
て
み
れ
ば、
彼
を
し
て
其
に
あ
の
よ
う
に

熱
情
的
に
躯
り
た
て
た
も
の
は、
実
は、
田
の
神
や
水
の
神
の
子
孫
と
し
て
の

(
9
>
 

血
と
誇
り
で
あ
っ
た
と
み
た
方
が
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か」
と。
こ
の
大
和

の
地
主
神
の
後
裔
と
し
て
の
自
負
と、
恐
ら
く
は
い
ま一
っ、
自
己
の
戦
掌、

ひ
い
て
は一
族
存
立
に
か
か
わ
る
危
機
感
と
が、
彼
を
し
て
呆
敢
な
諌
争
の
行

為
に
向
か
わ
し
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
直
木

孝次
郎
氏
は、

高市
麻
呂
の
行

為
を、
「
藤
原
造
都
そ
の
も
の
に
反
感
を
持
っ
て
い
た
の
で、
そ
れ
と
辿
関
す

る
伊
勢
行
幸
に
反
対
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
大
和
平
野
の一
隅
に
根
を
は

る
豪
族
の
出
で
あ
る
彼
は、
古

代梨
族
的
な
と
こ
ろ
の
多
い
天
武
に
親
近
感
を

持
ち、
持
統
の
迎
性
的
な、
そ
の
当
時
と
し
て
は
近
代
的
な
政
治
に
な
じ
み
え

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
つ
ま
り
高
市
麻
呂
は、
天
武
朝
を
な
つ
か
し
む
守
旧

(

10
)
 

派
の
代
表
と
し
て、
日
ご
ろ
の

不満
を
爆
発
さ
せ
た
の
で
あ
る」
と
説
明
さ
れ

る。
一
面
そ
う
し
た
見
方
も
可
能
で
あ
る
つ
が、

高市麻
呂
の
諌
争
の
よ
っ
て

来
る
と
こ
ろ
最
も
深
い
も
の
は、
や
は

り守
屋
説
に
見
ら
れ
る
呪
的
雨
司
と
し

て
の
自
負
と
不
安
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

高市
麻
呂
の
か
く
も
激
し
い
阻
止
を
排
し
て
強
行
さ
れ
た
持
続
天
皇
の
伊
勢

行
幸
は、
伊
努
の
悔
の
水
に
よ
り
米
る
神
と
の
交
り
の
た
め
で
あ
っ
た。
筑
紫

申
哀
氏
は、
持
統
行
幸
の
地
を
淡
海
浦

（神
崎・
池
浦
付
近）
と
す
る
北
岡
四

良
氏
の
説
を
踏
ま
え
た
上
で、
「
持
統
女
帝
が
伊
勢
に
旅
し
た
持
統
天
皇
六
年

（
六
九
二）
に
は、
ま
だ
今
日
み
る
如
き
伊
努
神
宮
は
で
き
て
い
な
か
っ
た。

旦
大
神
宮
が
今
日
み
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
で
き
あ
が
っ
た
の
は
文
武
天
皇
二
年

（
六
九
八）
の
こ
と
な
の
だ
が、
持
統
は
そ
れ
に
さ
き
だ
っ
て
伊
勢
の
海
部
の

信
仰
の
型
地
に
み
ず
か
ら
出
向
い
て
海
神
の
霊
気
に
ふ
れ、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
体

(

ll
)
 

褐
し
た
の
で
あ
っ
た」
と
さ
れ
る。
こ
の
伊
努
行
幸
に
は
人
麻
呂
は
従
っ
て
い

な
い。
こ
の
時
に
作
ら
れ
た
「
茂

葉集」
40
.
41
.
42
番
歌
に
は、
「
幸二
子
伊

終
国
時、
留
4

京
柿
本

朝臣
人
麻
呂
作
歌」
と
い
う
題
詞
が
付
さ
れ
て
い
る。

「
嗚
呼
見
の
補
に
船
乗
り
す
ら
む
旭
襦
ら
が
珠
裟
の
裾
に
潮
澁
つ
ら
む
か」
（
四

0)、
「
く
し
ろ
符
く
手
節
の
崎
に
今
日
も
か
も
大
宮
人
の
玉
藻
苅
る
ら
む」
（
四

一
）、
「
潮
騒
に
伊
良
虞
の
島
辺
漕
ぐ
船
に
妹
乗
る
ら
む
か
流
き
島
廻
を」
（
四

二）

ー
直
木

孝次
郎
氏
は、
「
こ
れ
ら
の
歌
に
つ
い
て

興味
を
引
か
れ
る
の

は、
沈
稲、
荘
砥
の
声
調
を
得
意
と
す
る
人
麻
呂
に
し
て
は、
珍
し
く
の
び
や

か
な
調
子
の
み
え
る
こ
と
で
あ
る。
と
く
に
第一
の
歌
(
40
番
歌）
が
そ
う
で、

斎
藤
茂
吉
氏
も、

r朗
ら
か
で
美
し
く
楽
し
い
歌
で
あ
る」
(r
万
葉
秀
歌」）
と

呼
し
て
お
ら
れ
る。
人
麻
呂
の
も
つ
詩
オ
の一
面
が、
久
し
ぶ
り
に
宮
廷
の
い
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ろ
い
ろ
な
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
時
に、
発
抑
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か」

c“
)
 

と
述
べ
て
お
ら
れ
る。
た
し
か
に
「
沈
邪、
荘
誼
の
声
関」
は
な
く、
「
の
び

や
か」
で
明
る
い
歌
で
あ
る。
し
か
し、
同
時
に
こ
れ
ら
の
歌
を
単
に
作
者
が

行
楽
の

情景
を
偲
ん
で
詠
ん
だ
と
見
て
は
な
る
ま
い。
や
は
り、
背
景
に
は、

伊
努
の
海
に
お
け
る
持
統
帝
の
神
と
の
交
り
の
儀
式
が
蹴
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず、
だ
と
す
れ
ば、
諸
家
の
解
も、
多
少
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

持
統
天
皇
の
伊
勢
行
幸
の
意
味
が
つ
か
め
る
と、
彼
女
の
吉
野
行
幸
の
性
格

．
も
そ
れ
と
有
機
的
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
了
解
さ
れ
て
来
る。
そ
れ
は、
国

家
的

規校
に
お
け
る
呪
的
雨
司
と
し
て
の
能
力
体
得
の
た
め
に、
彼
女
と
最
も

深
い
関
係
に
あ
る
吉
野
の
水
の
神
と
交
る
た
め
の
旅
で
あ
っ
た
の
で
あ
る。

．

そ
れ
で
は、
そ
の
吉
野
の
水
の
神
は
ど
こ
に
鋲
ま
り
い
ま
す
の
で
あ
ろ
う

か。
r
持
統
紀」
に
は、
「
吉
野
に
幸
し
た
ま
ふ」
と
だ
け
あ
っ
て、
そ
れ
以
上

の
記
述
が
な
い
の
だ
か
ら、
わ
れ
わ
れ
の
推
理
や
想
像
に
は

大船
の
自
由
が
与

え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い。

．

さ
て、
現
在、
吉
野
川
水
系
に
見
ら
れ
る
著
名
な
水
神
の
宮
居
と
し
て、
丹

生
川
上
神
社
な
る
社
が、
上
社、
中
社、
下
社
の
よ
び
名
で
三
箇
所
に
分
散
し

て
い
る
の
で
あ
る
が、
寛
平
七
年
の
太
政

官符
や
春
日
大
社
古
文
沓
な
ど
に

．
よっ
て、
『

延
喜

式神名
般」
記
戦
の
名
神
大
社
は、
現
在
の
中
社

（祭
神
は

みず11のめ

岡
象
女
神）
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
さ
れ
て
い
る。
そ
の
宮
居
の
周
辺
の

山
川
の
た
た
ず
ま
い
が、
断
然
他
を
引
き
は
な
し
て
い
る
点
や、
藤
原

初期
の

ず
ぐ
れ
た
神
像
二
十
体
を
有
す
る
こ
と
は、
こ
の
社
が
真
実
の
丹
生
川
上
神
社

四

で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
に
有
利
な
条
件
と
な
っ
て
い
る。
た
だ、
こ
の
中
社

が
真
の
丹
生
川
上
神
社
で
あ
る
こ
と
と、
吉
野
離
宮
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と

と
を
直
結
し
よ
う
と
す
る
説
が
現
在
も
な
お
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が、
そ

(

U
)
 

れ
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う。
こ
の
説
は、
森
口

奈良
吉
氏
に
発
し、
幾
田
八

(

n
)

十
代
氏
を
経
て、
現
在
は
保
田
典

重郎
氏
に
至
っ
て
い
る。
保
田
氏
の
主
張

は、
「
こ
の
吉
野
宮
を、
宮
施
に
あ
て
て
ゐ
る
の
は、
国
の
信
仰
と
風
景
と
さ

ら
に
土
俗
と
地
理
を
知
ら
な
い、
迫
方
の
万

葉学
者
が、
沌
の
文
字
に
こ
だ
わ

っ
た
語
呂
合
せ
の
説
で
あ
る。
吉
野
離
宮
は、
森
口

奈良
吉
翁
の

精密
の
考
証

、
、
、
、
、

に
よ
っ
て、
丹
生
の
川
上
の
古
は
あ
り
が
よ
ひ
社
と
い
っ
た、
今
の
丹
生
川
上

本社
の
土
地
で
あ
る
こ
と
は、
も
う
信
じ
な
い
も
の
の
頭
が
よ
ほ
ど
を
か
し

(
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)
 

い」
と
い
う
強
い
語
気
に
よ
る
も
の
で、
「
亡
霊」
の
発
言
と
し
て
は、
余
り

に
も
ポ
ル
ト
が
高
く、
辟
易
し
た
こ
と
で

記憶
に
残
る
も
の
で
あ
る。
森
□
氏

の
証
明
の
中
心
は、
r
漢

葉集』
や
『

怯
風
躁」
に
見
ら
れ
る
待
歌
の
中
の
地

名
を、
現
在
の
中
社
付
近
の
地
名
に
重
ね
る
作
業
に
あ
り、
就
中、
r
寓
葉
集」

の
「
投
老
七
年
癸
亥
夏
五
月
芳
野
離
宮
に
幸
せ
る
時
笠
朝
臣
金
村
の
作
れ
る
歌

一
首」
(
907
番
蜘｝
に
見
え
る
「
錯
暉
P
宮」
や、
「
吉
野
宮
に
幸
せ
る
時
柿
本

朝
臣
人
麻
呂
の
作
れ
る
歌」
(
36
番
歌）
に
見
え
る
「
秋
津
の
野
辺」
を、
r
記』

雄
略
天
皇
四
年
の
条
に
見
え
る、
「
秋
八
月
辛
卯
朔、
戊
申
吉
野
宮
に
行
幸
し

た
ま
ふ。
灰
戌
河
上
の
小
野
に
幸
す。
虞
人
に
命
せ
て
獣
を
氏
ら
し
め、
射
ら

射
ん
と
欲
し
て
待
ち
た
ま
ふ。
虻
疾
く
飛
び
来
て、
天
皇
の
怜
を
喰
ふ。
是
に

蛸
蛉
忽
に
飛
び
来
て、
虻
を
晰
ひ
て
将
て
去
ぬ。
（
中
略）
因
り
て
蛸
蛉
を
賛

め
て
此
の
地
を

名付
け
て
蛸

蛉野
と
為
す」
と
い
ふ
記
事
に
関
連
さ
せ、
そ
れ

ら
は
共
通
の
場
所
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し、
そ
の
地
を
現

在中社
の
社

殿
の
存
す
る
小
牟
派
岳一
帯
に
求
め
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る。
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「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
た
び
た
び
行
幸
さ
れ
た
の
か 。
…・・・

や
は
り
楔
ぎ
の

五

し
か
し 、
私
は 、
森
口
氏
の
輪
は 、
中
社
即
吉
野
難
宮
趾
と
い
う
点
に
ま
で
発

展
さ
せ
な
い
方
が
よ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る 。

天
武
天
皇
の

白鳳
四
年
に 、
現
在
の
蟻
通
橋
の
南
詰
の
場
所
に 、
そ
れ
ま
で

ひ
もろ
ざ

の
神
簸
式
祭
祀
に
代
り 、

神社
が
造
営
さ
れ
た
と
い
う
が 、

神簾
式
祭
祀
の
前

段
階
と
し
て 、
川
そ
の
も
の
に
神
の
宮
居
を
認
め
る
自
然
信
仰
が
あ
っ
た
に
相

逃
な
い 。
そ
し
て 、
そ
れ
は 、
神
簾
式
祭
祀
が
行
わ
れ
る
段
階
と
な
っ
て
も 、

更
に
神
社
が
造
営
さ
れ
る
段
階
に
至
っ
て
も 、
神
を
祭
る
作
法
の
中
に
生
き
続

け
た
で
あ
ろ
う 。

中
社
の
社
前 、
丹
生
川
に
か
か
る
蟻
通
梢
に
立
っ
て
上
流
を
眺
め
る
と 、
右

•』

つ

か
ら
は
三
尾
川 、
左
か
ら
は

木津
川
の
淡
流
が
合
流
し 、
更
に
そ
の
間
に
日
衷

谷
が
沌
と
な
っ
て
注
ぐ
の
で
あ
る 。
三
つ
の
流
れ
は一
点
に
落
ち
合
い 、
認
汲

と
し
て
流
れ
る 。
こ
の
地
点
を
目
に
す
れ
ば 、
ど
こ
よ
り
も
水
の
司
祭
持
統
の

神
事
執
行
の
堀
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
来
る 。

そ
し
て 、
仮
に
そ
れ
が
あ
た
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば 、
離
宮
と
こ
の
地
と
は

離
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い 。
い
や 、
ど
う
し
て
も
離
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
と
思
う 。
勿
論 、
離
宮
の
意
味
を
宗
教
的
性
格
の
み
を
持
つ
場
所
と
し
て

し
ま
え
ぬ
こ
と
は
な
い 。
し
か
し 、
離
宮
の
概
念
に
は 、
ど
う
し
て
も
遊
宴
保

症
の
性
格
が
つ
き
ま
と
う 。
r
湾

葉集』
や
r
懐
風
涵」

の
中
に
は 、
そ
う
し

た
遊
宴
の
坦
に
生
誕
を
見
た
も
の
も
多
い
筈
で
あ
る 。
私
は 、
や
は
り
吉
野
膝

宮
の
場
所
は 、
通
説
に
従
っ
て
宮
流
と
考
え 、
中
社
の
地
点
を
も
っ
と
述
っ
た

(

10
)
 

意
味
を
持
つ
場
所
と
し
た
い
の
で
あ
る 。

ぉ
ち
か
え

た
め
に
瑕
な
る
水
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る 。
変
若
り
た
い
と
い
う
欲

涼
が 、

20
V
 

こ
と
に
こ
の
女
帝
は
強
か
っ
た
の
で
あ
る」
と
山
本
健
吉
氏
は
い
わ
れ
る。
そ

の
「
楔
ぎ
の
た
め
の
聖
な
る
水」
は 、
吉
野
川
の
聖
な
る
川
上 、
岡
象
女
の
宮

居
に
求
め
ら
れ
た
と
考
え
た
い 。
勿
曲 、
女
帝
の
阿
象
女
に
対
す
る
祈
願
は 、

雨
水
の
恵
み
に
よ
る
国
土
経
営
へ
の
助
力
を
内
容
と
し
た
で
あ
ろ
う
が 、
い
ま

―
つ 、
水
の
桁
霊
が
本
来
持
つ
と
こ
ろ
の
不
可
思
議
な
生
命
力
を
己
の
個
体
に

補
給
す
る
恋
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
後
者
は 、
彼
女
が
国
家
的
雨

司
で
あ
る
こ
と
を
考
え
た
場
合 、
前
者
と
全
く
別
の
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
来

る 。
こ
の
こ
と
は 、
以
前
拙
稲
「
水
神
の
宮
居」
（「
潮
騒」
二
号）
に
お
い
て

触
れ
た
の
で
あ
っ
た
が 、

最
近
梅
原
猛
氏
も
類
似
の
発
想
を
さ
れ 、
r
水
底
の

歌」
で 、
「
こ
の
山
道
を
越
え
て 、

三
十一
回
も
持
統
帝
は
吉
野
へ
行
っ
た
の

で
あ
る。
何
の
た
め
に 。
私
は 、
彼
女
は
自
己
の

神性
を
新
た
に
す
る
た
め
に

行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
息
う 。
ち
ょ
う
ど 、
時
々
電
池
を
補
給
し
な
い
と
つ

か
な
く
な
る
悩
中
電
燈
の
よ
う
に 、
弛
烈
な
神
性
の
光
を
放
ち
っ
づ
け
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
彼
女
に
と
っ
て 、
神
性
は
璧
な
る
山
で
補
給
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ

た
の
で
あ
る」
と
説
か
れ
る 。
私
は 、
「
聖
な
る
山」
は 、
「
型
な
る
水」
と
更

に
限
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
息
う 。
そ
し
て 、
こ
の
よ
う
な
水
霊
の
力
を
わ

が
身
に
充
電
さ
せ
る
営
み
は 、
彼
女
が
大
津
島
子
を
消
し
て
か
ら 、

特
に
必
要

度
を
増
し
た
の
で
は
な
い
か
と
息
う 。
「
状
貌
魁
梧 、
器
宇
峻
遠」（『
恢
風
藻」）

も
の

と
称
さ
れ
た
程
の
奥
子
は 、
死
し
て
は
頁
に
強
力
な
盤
と
な
っ
て
彼
女
を
日
夜

脅
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
は 、
更
に
強
い
霊
力
を
わ

が
身
に
ふ
り
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 。
直
木

孝次
郎
氏
は 、
そ
の
著
『
持
統
天

皇』
に
お
い
て 、
持
統
天
皇
の
性
格
を
彼
女
の
詠
歌
か
ら
判
断
し 、
人
麻
呂
と

対
照
的
な
も
の
と
さ
れ
る。
即
ち 、
「
持
統
の
性
格
は 、
r
春
す
ぎ
て
及
来
る
ら
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し

白妙
の
衣
ほ
し
た
り
天
の
香
月〈
山」
（
万

菜集
な一
、
二
八）

の
一
首
に
よ

く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
息
う。
印
象
鮮
明
で、
か
げ
の
な
い
客
観
的
な
歌
い
ぶ

り
は、
音
楽
的・
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
的・
混
沌
な
ど
と
評
さ
れ
る
人
麻
呂
と
は、

か
な
り
ち
が
っ
た
精
神
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る」
と
い
わ
れ
る。
し
か
し、

歌一
首
で
の
判
断
は
危
険
で
あ
る。
又、
判
断
の

材料
に
さ
れ
た
28
番
歌
に
し

て
み
て
も、
決
し
て
単
純
明
快
な
叙
殻
歌
で
は
な
い。
多
分
に
呪
的
性
格
を
持

つ
予
祝
歌
で
あ
り、
む
ん
む
ん
す
る
よ
う
な
仕
庄
へ
の
気
迫
の
感
じ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る。
一
見
単

純な
叙
棗
歌
に
そ
う
し
た
呪
的
性
格
を
捉
え
る
に
は、
現

代
の
わ
れ
わ
れ
の
感
党
は
余
り
に
も
変
四
し
て
い
る
の
で
あ
る。
私
は、

持
統

女
帝
の
性
格
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て、
極
め
て
ど
ろ
ど
ろ
し
た、
古
代
的・

デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
的
な
要
梁
が
見
え
て
し
か
た
が
な
い。
吉
野
の
持
統
は、
ま
さ

に
そ
の
休
視
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う。

さ
て、
楔
ぎ
は、
罪
微
れ
を
流
し
去
る
も
の
と
し
て
よ
り
も、
水
の
威
力
を

ふ
り
つ
け
る
営
み
と
し
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い。
反
正
天
限
は、
そ
の
生

涎
に
際
し
て、
瑞
井
の
水
を
汲
み
賄
褐
に
用
い
た
と
こ
ろ、

多
迎
（
虎
杖）
の

花
が
井
の
中
に
落
ち
た
の
で、

多
遅
比
瑞
曲
別
天
皇
と
号
し
た
こ
と
が
「
紀」

に
見
え
る。
「
生
れ
ま
し
て
紺―
つ
骨
の
如
し」
（「
紀」）

と
あ
る
の
が、
「
瑞

歯」
の
説
明
の
つ
も
り
な
の
で
あ
ろ
う
が、
実
院
は、
ミ
ズ
ハ
即
ち
水
神
岡
象

た
じ
ひ
ペ

で
あ
り、
水
の
呪
法
を
執
行
し
た
級
部
が、
こ
の
天

E太3
生
涎
荘
育
に
深
く
関

っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
ろ
う。
又、
守
展
俊
彦
氏
に
よ
れ
ば、
神
話
に

見
え
る
猿
山
毘
古
神
が
比
良
夫
只
に
手
を
か
ま
れ
て
溺
れ
る
く
だ
り
（「
記』）

は、
「
本
来
神
々
の
降
照
を
祈
廂
す
る
宗
教
像
礼
で
あ」
り、
「
水
中
に
神
を
迎

え
る」
こ
と
で
あ
っ
た
し、
又、
悔
幸
山
幸
の
神
話
で
火
照
命
が
水
中
で
溺
れ

(
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た
と
す
る
（『
記
l
「
紀」）
の
も
同
断
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う。

女
帝
は、
そ
う
し
た
伝
統
の
秘
儀
の
実
修
者
と
し
て、
吉
野
の
川
上
の
班
な

る
水
に
わ
が
身
を
ひ
た
し、
只
符
水
盆
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
生
命
力
の
充

実
を
待
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

111
川
も
依
り
て
仕
ふ
る
神
な
が
ら
た
ぎ
つ
河
内
に
船
出
せ
す
か
も

す
で
に
し
て、
わ
れ
わ
れ
は、

困
見
を
終
っ
た
神
と
し
て
の
女
帝
が、
「
た

ぎ
つ
河
内」
に
船
を
浮
か
ぺ、
よ
り
弥
力
な
神
た
る
ぺ
く、
川
上
の
聖
岐
さ
し

て
い
ま
船
出
し
よ
う
と
す
る
厳
粛
な
光
殻
を
初
彿
と
し
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か。泄
な
る
川
を
遡
っ
て
い
っ
た
神、
或
い
は
司
祭
者
と
い
え
ば、
わ
れ
わ
れ
は

匝
ち
に、
か
の
倭
姫
命
を
想
起
す
る。
倭
姫
命
の
遊
幸
を
訴
っ
た
r
倭
姫
批

紀」
は、
成
立
の
時
期
こ
そ
鎌
倉

初期
で
あ
る
が、
当
然
の
こ
と
と
し
て
古
い

伝
示
に
粘
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら、
こ
れ
を
菜
て
去
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ。
そ

の
中
に
あ
っ
て、
こ
の
際
注
意
を
惹
か
れ
る
の
は、
倭
姫
命
が
良
祖
神
の
宮
居

を
求
め、

伊
勢
の
宮
川
や
五
十
鈴
川
を
船
で
遡
上
す
る
氾
述
で
あ
る。
『
倭
姫

命枇
紀」
に
よ
る
と、

彼
女
は、
踏
所
巡
幸
の
果
て
に、
五
十
鈴
川
の
ほ
と
り、

現
在
の
型
大
神
宮
の
宮
居
の
場
所
に
鋲
ま
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が、
そ
れ

は
見
大
神
宮
が、
現
在
見
る
よ
う
な
形
旭
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら、
合
理

的
に
緑
起
が
照
え
ら
れ
た
こ
と
明
白
で
あ
る。
従
っ
て、
文
献
以
前
の
伝
承
を

推
理
す
れ
ば、
倭
姫
命
は、
河
口
か
ら
遡
っ
て
水
源
に
ま
で
至
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
る。
水
の
よ
っ
て
来
る
と
こ
ろ
こ
そ
神
の
聖
地
と
し
て
ふ

さ
わ
し
く、
そ
こ
に
こ
そ
「
荘
天
原」
は
あ
っ
た
の
だ
か
ら。
筑
紫
申
真
氏
が、

六
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「
旦
大
神
宮
の
焚
の
悔
の
神
事
と
は 、
い
わ
ば 、
海
辺
に
庭
生
し
た
ア
マ
テ
ラ

ス
を 、
川
上
に
誘
引
し
て
ゆ
く
ま
つ
り
で
あ
っ
た 。
そ
れ
は 、
ア
マ
テ
ラ
ス
の

”
悔
か
ら
天
へ
II

の
移
住
な
の
で
あ
っ
た。
こ
の
よ
う
に
し
て
川
上
の
聖
地

は 、
い
わ
ば
高
天
（
海）
原
と
考
え
ら
れ 、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
住
み
家
と
な
っ

た

の
だ 。
川
上
に
誘
報
さ
れ
た
カ
ミ
は 、
次
の
段
陪
で
は 、
天
空
に
常
住
す
る
も

の
と
思
考
さ
れ
る
よ
う
に
な
る 。
地
上
の
高
天
原
や
”

天
の
岩一
F“
は
天
界
に

押
し
あ
げ
ら
れ 、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
空
に
前
住
す
る
も
の
と
意
識
さ
れ
た
の
で
あ

(
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っ
た」
と
さ
れ
る
の
は 、
こ
の
件
に
関
し
て 、
極
め
て
示
唆
に
常
む
説
明
と
な

る 。こ
う
し
た
倭
姫
命
に
代
表
さ
れ
る
神
の
御
杖
代
の
型
な
る
川
遡
行
の
イ
メ
ー

ジ
が 、
持
統
帝
の
そ
れ
に
煎
ね
ら
れ
る
と
き 、
そ
の
神
性
は一
段
の
削
船
を
見

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
そ
し
て 、
そ
れ
が
39
番
歌
の
作
者
の
計
邸
に
あ
っ
た

こ
と
の
盗
然
性
も
亦
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う 。

（
追
記）
•

本
秘
は 、
部
分
的
に 、
「
潮
騒」
tn-＿
号
（
昭
和
四
十一
年）
に
発

表
し
た
エ
ッ

セ
イ
「
水
神
の
宮
居」
と
煎
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
お
許
し

い
た
だ
き
た
い 。
守
松
俊
彦
先
生
か
ら
は 、
当
時 、
そ
れ
を
論
文
に
杏
き
改
め

る
よ
う 、
切
な
る
お
す
す
め
を
い
た
だ
い
た
が 、
性
来
の
怠
楕
の
故
に
お
応
え

で
き
な
か
っ
た 。
記
し
て
お
わ
び
を
申
し
上
げ
た
い 。
又 、
本
杭
に
触
れ
た
丹

生
川
上
神
社
の
上
社
は 、
す
で
に
ダ
ム
建
設
の
た
め
に
水
没 、
中
社
に
も
同
じ

迎
命
が
近
く

訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
間
く 。

桔
別
の
梢一
入
な
る
も
の
が
あ

る 。
(-
九
七
五
．

―
ニ
・

―
――-)

(

7
)
 

(

8
)
 

(
4)
 

(
5)

 

(
6)

 

(
2)

 

(
3)

 
1 

＾註
、-

や
す
み
し
し

わ
ご
大
君

神
な
が
ら

神
さ
び
せ
す
と

吉
野
川

た
ざ激

つ
河
内
に

麻
殿
を

蒔
知
り
ま
し
て

登
り
立
ち

困
見
を
せ

たた
な

や乞つ
み

みつ
さ

せ
ば
mヰ
づ
く

青
垣
山

山
神
の

奉
る
御
濶
と

春
ぺ
は

花

し
み
ち

か
ざ
し
持
ち

秋
立
て
ば

袈
梨
か
ざ
せ
り

逝
き
副
ふ

川
の
神

お
ほ
み
け

も
大
御
食
に

仕
へ
伶
る
と

上
つ
栢
に

鵜
川
を
立
ち

下
つ
頷

さ

で

に
小
網
さ
し
渡
す

山
川
も

依
り
て
11
ふ
る

神
の
御
代
か
も

在
Ill
空
穂・
「
怒
祉森
梨
評
釈」
在
第一

。

朝
介
治
彦
•

井
之
旦が
次•
岡
野
弘
彦•
松
前
健
共
紺
「
神
話
伝
泌

辞
典」
「
天

烏船
神」
の
項。

r
住
吉
大
社
史」

上
谷

附
篇
「
訓
解
仕
吉
大
社
神
代
記」
脚
註゜

松
前
健.
r
日
本
神
話
の
新
研
究」
第一
章 。

天
屈
船
や
天
格
船
に
関
す
る
伝
承
は 、
そ
の
ほ
か
に
も
諸
文
献
に
散

見
す
る
が 、
松
本
信
脳.
r
日
本
の
神
話」
（
日
木
脈
史
新
芯）
第
二

漱
（
神
の
乗
物）
に
く
わ
し
い。

直
木

孝次
郎・
「
持
統
天
店」
（
人
物
笈
tX
41)
-
0
（
脳
原
の
宮）。

故
中
納
言
従
三
位
大
神
高
市
万
侶
卿
者 、

大
后
天
皇
時
忠
臣
也。
有

品
日 、
朱
烏
七
年
壬
辰
二
月 、

詔
油
司一 、

当―』-＿
月ー
将
幸
え
打
伊

鉛 、
9且，
凹
此
硲
而
設
備
曲。

時中
納
言 、

翌
妨
ね
競 、
上

表
笠
諌。
天
見
不＞
従 、
狛
将ー

玉茫り 。
於：
是
脱
む兵
蜘
冠
3、
架――

朝
廷 、
亦
屯
陳
言 、

方
今
此
節
不＞
可＞
行
也 。
或
逍
祐ヂ
災一
時
使レ

塞
己
田
口
t、
水
施
首
姓
m- o
々
施＞
水
既
窮。

諸
天
感
応 、

常

神
降レ
雨。

唯
紺
卿
Ill- 、

不

蜘竺
余
地ー 。

光
芸
曳
諏 、

舜
雨
迅

痛。
諒
是
忠
信
之
至 、
徳
儀
之
大 。
校
曰 、

修
々
神
氏 、

幼

年好＞

29 



・(
18)

(
17)
 

(
15)
 

(
16)
 

(
14)
 

(
10)
 

(
11)
 

(
12)
 

(
13)
 

(

9
)
 

学、
忠
而
有ト
仁、
潔
以
無レ
濁、
臨＞
民
流缶
恵、
施＞
水
窓＞
田、
甘

雨
時
除、
美
密
長
伝。

守
屋
俊
彦・
「
日
本
巫
異
記
小
考
一
ー
上
咎
第
二
十
五
緑

ーー」

（「
神
道
学」
第
五
十
九
号、
後、
『
日
本
霊
異
記
の
研
究」
に
収
録）。

直
木

孝次
郎・
前
掲
薔゚

筑

紫申
爽・
「
日
本
の
神
話」
IV
（
洵
の
信
仰
と
神
話）。

直
木

孝次
郎・
前
掲
祖。

山
本
健
吉.
r
大
和
山
河
抄」
に
よ
れ
ば、

堀
内
民一
氏
は、
こ
の

神像
に
持
統
天
皇
の
イ
メ
ー
ジ
を
直
践
し
た
と
い
う。

森
口

奈良
吉・
「
吉
野
離
宮
考」
（
昭
和
三
年
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物

第
三
集
九
号。
同
四
年
九
月
訂
正
刊
行。）
r
吉
野
雌
宮』。

幾
田
八
十
代・
『
硲

葉地
理
考」
付
録
「
吉
野
誰
宮
考」。

保
田
輿
煎
郎・
「
日
本
の
美

術史

伶」
6
芸
術
新
潮」
昭
和
四
十

一
年
六
月
号）。

し
じ

瀧
の
上
の

御
舟
の
山
に

瑞
枝
さ
し

繁
に
生
ひ
た
る

栂
の
柑

の

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に

腐
代
に

か
く
し
知
ら
さ
む

み
芳
野
の

蛸
蛉
の
宮
は

神
か
ら
か

費
か
る
ら
む

国
か
ら
か

見
が
欲
し

さよ
さや

か
ら
む

山
川
を

清
み
消
け
み

う
ぺ
し
神
代
ゆ

定
め
け
ら
し

おほ
きみ

も
(
907)

や
す
み
し
し

わ
が
大
王
の

聞
し
め
す

天
の
下
に

国
は
し
も

さは多に
あ
れ
ど
も

山
川
の

清
き
河
内
と

御
心
を

吉
野
の
国
の

花
散
ら
ふ

秋
津
の
野
辺
に

宮
柱

太
敷
き
ま
せ
ば

も
も
し
き

の

大
宮
人
は

船
並
め
て

朝
川
渡
り

舟
競
ひ

夕
河
渡
る

こ
の
川
の

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

こ
の
山
の

い
や
高
知
ら
す

水

み
や
こ

は
し
る

瀧
の
宮
処
は

見
れ
ど
抱
か
ぬ
か
も
(

36
)

宮
流
に
は
遊
宴
保
旋
の
場
と
し
て
の
離
宮
を、
そ
し
て、
上
流
の
中

社
の
地
点
に
は
神
事
執
行
の
場
を
考
え
た
の
は、
拙
稿
「
水
神
の
宮

居」
（「
潮
騒）
第
二
号）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が、
そ
の
後、
そ
う

し
た
考
え
は、
す
で
に
風

巻景
次
郎
氏
が
輩
田
説
批
判
と
し
て
行
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
が
判
っ
た。
氏
は
い
わ
れ
る、
「
幾
田
氏
は
持
統

朝
の
吉
野
離
宮
は
丹
生
川
上
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
証
し
得
る
と
さ
れ

て
ゐ
る
が、
そ
の
結
治
は
少
し
飛
躍
が
あ
り
過
ぎ
る
の
で
な
い
か
と

思
わ
れ
る。
岡
象
女
神
の
社
は
丹
生
川
上
に
あ
っ
て
も、
離
宮
が
神

社
に
接
し
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
事
は
な
い。
た
と
へ
ば
離
宮

は
も
と
も
と
宮
滝
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
の
で、
そ
こ
を
足
場
と
し
て、

丹
生
川
上
神
社
へ
の
参
拝
が
行
は
れ
た。
さ
う
い
ふ
第
も
十
分
考
へ

ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て、
両
者
が
場
所
的
に―
つ
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
す
る
た
め
に
は、
吉
野
従
競
の
作
に
見
え
て
ゐ
る
地
名
が
従
来

の
考
と
は
ち
が
っ
て、
す
べ
て
丹
生
川
上
の
あ
た
り
に
あ
る
も
の
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る。
し
か
し、
そ
の
や
う
な
論
の
決
蓉
は

さ
う

簡単
に
つ
く
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
の
で
あ
っ
て、
今
後
も
万

梨
地
理
学
の
問
題
に
な
っ
て
行
く
こ
と
で
あ
ら
う」
と。
（「
山
部
赤

'ヽ‘
人
下」
（『
万

葉集
大
成』
10
所
収）

（
 

山
本
健
吉・
「
万
葉
の
歌」。

．

守
屋
俊
彦・
「
隼
人
舞
と
犬
吠
え」
（「
神
道
学」
四
十
八
号、
後、

r
記

紀神
話
喩
考」
に
収
録）。

筑

紫申哀•
前
掲
杏゚〔

本

学第一
回
卒
業
生

(
22)
 

(
20)
 

(
21)
 

(

19
)
 

高
野
山
大
学
助
教
授〕
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